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札
ふ
村
パ
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「
青
い
花
」

l
l
l
太
宰
治
、
今
官

一
が
中
心
と
な

っ
て
昭
和
九
年
十
二
月
に
創

刊
し
た
同
人
雑
誌
。
編
輯
兼
発
行
人
は
今
官

一
。
一

号
で
終
刊
。
同
人
は
、

岩
田
九

一
、
伊
馬
鵜
平
、
斧
稜
、
太
宰
治
、
檀

一
雄
、
津
村
信
夫
、
中
原
中

也
、
太
田
克
己
、
久
保
隆

一
郎
、
安
原
善
弘
、
小
山
祐
士
、
今
宮

一
、
北
村

謙
次
郎
、
木
山
捷
平
、

雪
山
俊
之
、
宮
川
義
逸
、
森
敦
の
計
十
八
名
。
誌
名

は
太
宰
の
案
。
「
ロ
マ
ネ
ス
ク
」
を
掲
載
し
好
評
を
博
す
る
。
「
青
い
花
」
発

刊
を
き

っ
か
け
に
し
て
、
山
岸
外
史
、
檀

一
雄
と
急
速
に
親
し
く
な
る
。

先
日
は
失
礼
い
た
し
ま
し
た
。
こ
ん
ど
の
同
人
会
は
十

一
月
十
日

に
銀
座
山
の
小
舎
で
午
後
七
時
か
ら
ひ
ら
く
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

談
笑
裡
に
会
を
ひ
ら
き
会
を
閉
ぢ
た
い
と
思
っ
て
ゐ
ま
す
。
ぜ
ひ
お

い
で
下
さ
い
。

「
青
い
花
」
に
つ
い
て
原
稿
三
枚
内
外
。
州
紙
欄
の
く
つ
ろ
い
だ
原

稿

一
枚
。
同
人
費
五
円
。
十

一
月
十
日
ま
で
に
、
表
記
の
編
輯
所
へ
お

送
り
下
さ
い
。
お
願
ひ
し
ま
す
。
十
日
の
会
に
御
持
参
な
さ
れ
て
も
可

で
す
。

二
号
に
評
論

(何
枚
で
も
可
)
送
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
甚
で
す
。

本
郷
区
千
駄
木
町
五

O

山
岸
外
史
様

杉
並
区
高
円
寺
四
ノ
六

一
二

今
官

一
方

青
い
花
編
輯
所
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散
文
の
論
文
|
|
山
岸
外
史
が
加
わ
っ
た
同
人
雑
誌
「
散
文
」
の
評
論
。
山

岸
外
史

「人
間
太
宰
治
」
に
は
「
こ
の
頃
(
註

・こ
の
は
が
き
を
も
ら
っ
た

頃
)
佐
藤
春
夫
論
を
の
せ
た
あ
と
だ
っ
た
か
、
そ
れ
と
も
、
散
文
の
古
い
号

を
送
っ
た
の
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
」
と
あ
る
。
昭
和
九
年
四
月
発
行
の
創

刊
号
に
山
岸
外
史
の
「
「
紋
章
」
と
「
禽
獣
」
の
作
家
達
」
が
、
同
年
十
一
月

発
行
の

一
巻
八
号
に
「
佐
藤
春
夫
論
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

飛
島
方
|
|
下
宿
で
は
な
く
、
飛
島
定
城
の
家
族
と
同
居
。
飛
島
定
城
は
、

三
兄
圭
治
の
友
人
で
、
太
宰
の
高
等
学
校
、
大
学
の
先
輩

(大
学
は
法
科
)。

「
東
京
日
日
新
聞
」
記
者
。

今
朝
お
手
紙
い
た
だ
き
ま
し
た
。
不
足
税
を
六
銭
と
ら
れ
ま
し
た
。

け
れ
ど
も
六
銭
以
上
の
価
値
の
あ
る
文
章
な
の
で
、
別
に
六
銭
を
惜

し
い
と
思
は
な
か
っ
た
。
灯
台
の
話
が
い
ち
ば
ん
面
白
か
っ
た
。
太
宰

治
を
研
究
す
る
の
は
僕
に
ま
か
せ
給
へ

。
散
文
の
論
文
は
、
た
し
か
に

通
読
し
た
の
で
す
か
ら
、
安
心
あ
れ
。
そ
の
う
ち
、
も
う
い
ち
ど
読
ん

で
も
よ
い
と
思
っ
て
ゐ
る
。
い
ま
、
ボ
オ
ド
レ
エ
ル
の
ダ
ン
デ
ィ
ス
ム

に
つ
い
て
の
エ
ッ
セ
イ
を
読
み
か
け
、
貴
兄
へ
葉
書
し
た
く
な
っ
た
。

本
郷
区
千
駄
木
町
五

O

山
岸
外
史
様

杉
並
区
天
沼

一
ノ
一

三
六

飛

島

方

太

宰

治
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「
職
工
と
微
笑
」
|
|
松
永
延
造

『職
工
と
微
笑
』
(
春
陽
堂
、
昭
和
三
年
九

月
)。

山
岸
兄

恋
愛
関
係
な
ど
と
い
ふ
の
で
、
僕
は
う
ろ
た
え
た
。
博
然
と
し
た
。

(
冗
談
だ
よ
。
)

何
か
書
い
て
ゐ
ま
す
か
。
「
職
工
と
微
笑
」
を
読
み
ま
し
た
か
。
一

読
の
価
値
は
あ
る
と
思
ひ
ま
す
よ
。

十
日
の
会
で
呑
み
合
ふ
の
を
た
の
し
み
に
し
て
ゐ
ま
す
。
僕
は
小

説
を
一
日

一
枚
づ
っ
ノ
ロ
ノ
ロ
書
い
て
ゐ
ま
す
。

本
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十
八
日
ま
で
、
よ
い
さ
う
だ
。
|
|
「
青
い
花
」
創
刊
号
の
原
稿
催
促
。
山

岸
外
史
は
随
筆
「
一
枚
の
絵
葉
書
」
を
寄
稿
し
た
。

-

4
7

ひ
と
つ
書
け

m…

そ
ん
な
こ
と
を
言
は
な
い
で
書
い
て
呉
れ
た
ら
、
ど
ん
な
も
ん
ぢ

ゃ
。十

八
日
ま
で
、
よ
い
さ
う
だ
。
ひ
と
つ
書
け

m

津
村
信
夫
君
に
も
、
詩
だ
け
で
よ
い
か
ら
、
送
る
や
う
に
電
話
で
言

っ
て
や
っ
て
下
さ
い
。

た
の
み
ま
す
。

あ
は
れ
、
太
宰
治
を
か
か
る
屈
辱
に
:
:
:
。

本
郷
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千
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木
町
五
O

山
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外
史
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杉
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天
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一
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島
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太
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治
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「青
い
花
」
〔
全
集〕

}61 
みc.. 

十
1
4
い

え

D 

む
つ年
ー
ヰ
又

信;
… . 

-

4
7

青
い
花

点
灯ィゑ

お
伺
ひ
し
て
も
よ
い
の
だ
が
、
こ
の
ご
ろ
、
ひ
と
に
逢
ふ
の
が
、
こ

は
く
す
・
)
(
決
心
が
つ
か
ず
)
な
か
な
か
行
け
な
い
。

そ
ろ
そ
ろ
二
号
の
編
輯
た
の
み
ま
す
。
同
人
全
部
に
、
原
稿
と
同
人

費
の
サ
イ
ソ
ク
、
「
若
い
ひ
と
」
に
さ
せ
た
ら
、
ど
う
か
。

同
人
会
は
、
ど
う
で
す
。

私
、
青
い
花
の
原
稿
い
ま
工
夫
中
。

お
願
ひ
申
し
ま
す
。

杉
並
区
天
沼

一
ノ
二
三
ハ

飛
島
方

太
宰
治

本
郷
区
千
駄
木
町
五
O

山
岸
外
史
様
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率
一均
今
b
小、
+
ル
町

主
十
1

・

ゆ
み
T

U

作
足
以
い

ヤ
究
会
と
匁
存
色
付

そ
も
マ
、
伝
峰
山
弓

4
は
そ
嘗
炉
、

炉

&
1
1
%

J. 1;::.;段使郵

φ、
【ノ

l
卜】

緒
方
氏
|
|
緒
方
隆
士
。
「
日
本
浪
蔓
派
」
同
人
。

三
枚
つ
づ
き
の
は
が
き
の
二
枚
目
。一

枚
目
の
所
在
は
不
明
。
一

枚
目
の
文

面
は
以
下
の
と
お
り

(
『
太
宰
治
全
集
」

に
よ
る
)。《
お
手
紙
、
い
ま
読
ん
だ
。

よ
い
友
を
持
っ
た
と
思
っ
た
。
生
涯
の
記
念
に
な
ら
う
。
こ
ん
な
と
き
に
は
、

ダ
ラ
シ
ナ
イ
言
葉
し
か
出
な
い
も
の
だ
ね
え
。
歓
喜
の
念
の
情
態
に
は
、
知

識
人
も
文
盲
も
か
は
り
は
な
い
。
「
パ
イ
ザ
イ
!
」
こ
れ
だ
。

/
君
は
僕
の
言

葉
を
信
じ
て
呉
れ
る
か
。
文
字
の
と
ほ
り
に
信
じ
て
呉
れ
。
い
い
か
。
「
あ
り

が
た
う
」
》

経
堂
病
院
|
|
四
月
五
日
に
阿
佐
谷
の
篠
原
病
院
で
急
性
虫
垂
炎
の
手
術
を

受
け
、
腹
膜
炎
を
併
発
、
血
疾
が
出
た
た
め
経
堂
病
院
に
転
院
し
た
。
虫
垂

佐
藤
春
夫
氏
へ
の
手
紙
は
、

二
三
日
中
に
書
い
て
出
し
ま
す
、
「
お

ほ
い
な
る
知
己
」
を
得
た
よ
ろ
こ
び
を
書
き
綴
る
つ
も
り
で
す
。
実
は

二
三
日
ま
へ
、
緒
方
氏
へ
、
歓
喜
の
初
花
を
さ
さ
げ
た
ば
か
り
な
の
で
、

ど
う
も
書
き
に
く
い
の
だ
。
(
同
じ
文
句
に
な
り
さ
う
で
。)

二
三
日
し
て
か
ら
、

書
い
て
出
し
ま
す

本
郷
千
駄
木
町
五
十

世
田
ヶ
谷
区
経
堂
町

山
岸
外
史
様

経
堂
病
院
内

太
宰
治

【
校
異
】

書
い
て
出
し
ま
す
。
〔全
集
〕
|

|
V

書
い
て
出
し
ま
す

炎
の
手
術
後
、
痛
み
止
め
の
パ
ピ
ナ
l
ル
の
注
射
を
受
け
、
そ
れ
が
常
習
化

し
退
院
後
パ
ピ
ナ
l
ル
中
毒
に
苦
し
む
。

「
虚
構
の
春
」
の
第
十
四
の
書
簡
に
「
『道
化
の
華
』
早
速

一
読
甚
だ
お
も
し

ろ
く
存
じ
候
。
無
論
及
第
点
を
つ
け
申
し
候
。
(
中
略
)
ほ
の
か
に
も
あ
は
れ

な
る
真
実
の
蛍
光
を
発
す
る
を
喜
び
ま
す
」
と
い
う
佐
藤
春
夫
の
吉
田
潔
宛

書
簡
が
あ
る
が
、
山
内
鮮
史
「
解
題
」

(『
太
宰
治
全
集
」
第

一
巻
、
筑
摩
書

房
、

一
九
八
九
年
六
月
。
以
下
、
「
山
内
鮮
史
「
解
題
」
」
と
の
み
記
す
)
に

よ
れ
ば
、
「
吉
田
潔
」
は
山
岸
外
史
で
、
山
岸
が
入
院
中
の
太
宰
に
こ
の
書
簡

を
届
け
、
そ
れ
に
対
し
て
太
宰
が
「
昭
和
十
年
六
月
三
日
付
山
岸
外
史
宛
三

枚
つ
づ
き
の
葉
書
を
出
し
て
い
る
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
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法
ゆ
と
み
供
糸
町
J

ゑ
ナ

ム
久
々

u
f

山

実:

設

し

4
ザ

J
i町一必
ず
』
只
今
町

J

ね
A
G
pat

、岳
町
、
.

v
F
2

4
Lμド
バ
何

4
1

h
ur

【
校
異
】

(改
行
な
し
)
「
自
由
の
子
」
〔全
集
〕
1

4
7

(
改
行
)

っ
た
へ
う
る
。
〔全
集
〕

lt
っ
た

へ
う
る

{ノ

l
ト
}

三
枚
つ
づ
き
の
は
が
き
の
三
枚
目
。

一
枚
目
の
所
在
は
不
明
。

陶
工
が
粘
土
を
こ
ね
く
り
な
が
ら
、
訪
問
者
と
お
天
気
の
話
を
し

て
ゐ
る
。
僕
の
文
学
談
な
ど
、
陶
工
の
そ
の
お
天
気
の
話
と
大
差
な
し
。

口
と
は
全
く
別
な
こ
と
を
考
へ
な
が
ら
、
仕
事
の
た
め
の
粘
土
を
こ

ね
く
っ
て
ゐ
る
。

「
自
由
の
子
」
と
い
ふ
よ
り
「
す
ね
者
」
と
言
っ
た
は
う
が
自
由
の
子

の
真
意
を
っ
た
へ
う
る

本
郷
区
千
駄
木
町
五
十
山
岸
外
史
様

世
田
ヶ
谷
区
経
堂
町
経
堂
病
院
内
太
宰
治
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-fる
忌
1

，F
，

mι

十
'W‘
糸
町
、
少

海
外
史
終

p 

主がは使郵

ι， 

点
、ふ
ふ
!
仇

【
校
異
】

七
月

一
日
〔
全
集
〕

1
47
7
月
、
日
に
ち
不
詳

と
り
あ
へ
ず
、
〔
全
集
〕

l
tと
り
あ
へ
ず

お
知
ら
せ
申
上
げ
ま
す
。
〔
全
集
〕

l
tお
知
ら
せ
申
上
げ
ま
す
、

【ノ

l
ト】

左
記
へ
転
居
|
|
六
月
三
十
日
に
経
堂
病
院
を
退
院
し
、
北
芳
四
郎
が
手
配

し
た
船
橋
の
借
家
に
入
っ
た
。

病
気
全
快
し
て
左
記
へ
転
居
い
た
し
ま
し
た
、
と
り
あ
へ
ず
お
知

ら
せ
申
上
げ
ま
す
、

千
葉
県
船
橋
町
五
日
市
本
宿

一
九
二
人

東
京
市
本
郷
区
千
駄
木
町
五
O

太
宰
治

山
岸
外
史
様
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JZ
Z・6

1

4
斤
併
と

&yr銑
糸
町
J

ム
f
e

zυ庁
え
詑

P
寸
本
;
ふ
仏
紙
必
修

'W

ベ、

主
抑
・
手
本
{
匂

f

仇

5
1

ι
内、ム+込

去がは使由;

ι仏
明

【ノ

l
ト
}

同
日
付
け
の
以
下
の
文
面
の
は
が
き
が
あ
る
(所
在
不
明
。
『
太
宰
治
全
集
』
に

よ
る
)。〈
山
岸
君
/
今
夕
の
君
の
手
紙
、
い
ま
ま
た
繰
り
か

へ
し
て
読
み
、

屈
辱
、
無
念
ゃ
る
か
た
な
く
転
て
ん
し
た
。
私
は
侮
辱
を
受
け
た
。
し
か
も

か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
侮
辱
を
。

/
け
れ
ど
も
ぼ
く
は
君
の
友
人
だ
。
か
う
な

る
と
、
い
よ
い
よ
こ
の
親
友
と
離
れ
が
た
い
。
君
も
同
じ
思
ひ
で
あ
ら
う
と

思
ふ
。

/
ソ
ロ
モ
ン
の
夢
が
破
れ
て

一
匹
の
蟻
。

/
い
ま
は
夜
の

一
時
頃
だ
。

/
土
曜
あ
た
り
に
、
ま
た
逢
っ
て
話
し
た
い
の
だ
が
。

/
私
は
、
け
ふ
よ
り

ま
た
書
生
に
な
ら
う
と
思
っ
て
ゐ
る
。
い
ま
ま
で
の
僕
は
た
ぶ
ん
に
「
作
家
」

で
あ
っ
た
。
七
日
午
前
し
る
す
。

/
お
れ
は
し
か
し
、
病
人
で
な
い
。
絶
対

に
狂
っ
て
ゐ
な
い
。
八
日
朝
し
る
す
。
/
三
服
の
ス
イ
ミ
ン
薬
と
三
本
の
注

。。

、

「
い
ま
再
び
粧
っ
て
蟻
烈
を
求
む
」
こ
れ
が
カ
ン
シ
ャ
ク
の
た
ね
で

あ
っ
た
。
ぼ
く
、
「
蟻
烈
」
の
点
で
は
兄
に
劣
ら
な
い
と
思
っ
て
ゐ
る
。

誰
が
何
と
い
っ
て
も
、
い
ま
で
も
、
さ
う
確
信
し
て
ゐ
る
。

土
曜
の
パ
ン
に
来
い
よ
。
ま
た
船
に
乗
ら
う
。

東
京
市
本
郷
区
千
駄
木
町
五
十
山
岸
外
史
様

千
葉
県
船
橋
町
五
日
市
本
宿

一
九
二
八

太

宰
治

ぼ求、 宗
くむ、 美

全全
集集

↓↓ 
ぼ求。
くむ。

射
で
ふ
ら
ふ
ら
だ
。
昨
夜

一
一
臨
も
せ
ず
。
八
日
朝
し
る
す
。〉

そ
の
前
日
、
八

月
七
日
付
け
の
は
が
き
も
あ
り
、
続
け
て
書
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ

れ
に
対
し
山
岸
外
史
は

『
太
宰
治
お
ぼ
え
が
き
』
で
、
「
考
え
て
み
る
と
、
太

宰
は
こ
の
頃
、
パ
ピ
ナ
l
ル
を
打

っ
て
い
た
わ
け
だ
が
、
ぼ
く
の
書
い
た
手

紙
の
文
章
も
痛
烈
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
と
思
う
。
人
間
主
義
者
の
つ
も
り
で

づ
ら

あ
り
、
生
活
派
だ

っ
た
ぼ
く
で
は
あ
る
が
、
芸
術
至
上
主
義
的
な
作
家
面
を

し
て
い
る
太
宰
が
気
に
く
わ
な
か
っ
た
の
だ
と
思
う
」
と
書
い
て
い
る
。
な

お
、
山
内
鮮
史
「
解
題
」
に
よ
れ
ば
、
「
虚
構
の
春
」
の
第
十
三
の
書
簡

(太

宰
の
書
簡
を
批
判
し
て
い
る
)
は
、
山
岸
外
史
か
ら
の
来
簡
が
使
わ
れ
て
お

り
、
「
こ
の
来
信
に
対
し
、
太
宰
治
は
、
昭
和
十
年
八
月
七
日
付
や
八
月
八
日

付
の
山
岸
外
史
宛
葉
書
を
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
し
て
い
る
。

27 



書
簡
番
号
刊

昭
和
凶
年

戸
北
句

作

uc

どし
71
L

犬
〈

L
ノ

ド
H
d
-
J
'
L

も

ん

し

か
い
ハ
ジ

G

マ

山
れ
凡
司
令
が

m叶

に

マ

ヴ
ペ

れ

作
。
、
ゆ

く

/
放
五

戊ゐ

γ
寸

必
%
を
V
仏

。

ld

ρ旬

'牛
仙
川
ロ
ー之
ゆ
い
/川町叶
》

.

じ
い

・「ル

C
K
牛
、τ
去

ら

っ
a
e‘
添
え

，
G

‘

あ

ポ

Jdや
礼
拝

し

す

に

F'川
は
v

1
9
3
5
年
)
8
月
幻
日
〔
消
印
〕

l守、
I~ 
必

。札w
p
nb
d

、人

'
z
u
J

A
h

、
ク
位
1
1

』

/

、¥

'
'
川
崎

一4
4K

3
7ゆ
れ

W

C

£
のいム
バ

l
l
f
l

e

-

-
h
、
L

、
宇
く
J
m
w
る

U
L
J
ベ

r
l
t

k

ハh

十
二
、
G
F刊

庁わ

め

」〆」
さ

ηrt
、三行

ム、
いし
ゅ
んに
つ
札
。
ゆ
叫

引
内
V
つ一
ゑ
d
f
バハヤ

'

/

t
 

j
v
hm

ぺ
に
?に
RJ¥
C

6

h
t

A

了
字
む
や
叶
ー
ら

の
九
0

.

1

あ

っ
久
.
決
‘
手
足
ぶ
l

|し

28 



西人

IJ3/中
法
一刈

ι

郵
『

/
ナ
長

外
灯
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九

九
{
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t
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β
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d
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pρ 

(
背
後
を
か
へ
り
見
た
問
題
に
就
い
て
。
)

さ
う
な
ん
だ
。

た
し
か
に
君
は
、
意
志
的
だ
っ
た
の
だ
。
そ
れ
は
、
あ
の
と
き
す
で

に
ぼ
く
に
も
判
っ
て
ゐ
た
。
ぼ
く
は
あ
の
と
き
、
君
の
言
行

一
致
を
感

じ
て
、
お
や
、
と
思
っ
た
。
好
意
を
感
じ
た
。
僕
、
そ
の
意
味
で
君
へ

の
手
紙
に
書
い
た
の
だ
が
。
ぼ
く
の
手
紙
の
文
、
も
い
ち
ど
読
み
直
し

て
ほ
し
い
。
心
、
通
ぜ
ぬ
も
ど
か
し
き
。
「
作
家
と
批
評
家
」
な
る
ぼ

く
の
言
葉
も
そ
の
意
味
な
の
だ
。
あ
の
と
き
、
た
し
か
に
君
は
意
志
的

で
あ
っ
た
。
決
意
的
に
さ
へ
見
え
た
。
君
の
「
古
い
。
」
の
放
言
に
就

い
て
は
、
自
ら
答
弁
あ
り
。
こ
の
つ
ぎ
。

東
京
市
本
郷
区
千
駄
木
町
五
十
吉
川
様
方
山
岸
外
史
様

千
葉
県
船
橋
町
五
日
市
本
宿

一
九
二
八

太

宰

治
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